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秋の収穫が楽しみだネ

6月議会（第5回定例会）

　千葉県南房総市立千倉小学校との
交歓会で振まうもち米づくり。

（第一小学校）



貸工場建設に５億７千万円 

6 月定例会概要
　平成27年6月定例会を、去る6月1日から5日までの5日間にわたり開催しました。
　一般質問3人、一般会計と各特別会計補正予算5件、人事案件1件、請願2件、
第三セクター及び土地開発公社の決算状況報告6件、その他5件を審査しました。
請願2件は継続審査とし、ほかはいずれも原案どおり可決しました。

（山形大学蓄電デバイス開発研究センター）

センター完成予想図

 各会計補正予算
会　　計　　別 補正前の額 補正額 計 備　　考

一　般　会　計 715,500 10,790 726,290

人件費の精査

特
別
会
計

国民健康保険 事業勘定 91,479 △ 65 91,414

介護保険 111,082 136 111,218

農業集落排水事業 56,139 △ 294 55,845

添川財産区 277 32 309

水道事業会計（営業費用） 1,796 279 2,075

（単位：万円）

平成27年７月９日　議会だより（2）



◆
平
成
27
年
度
飯
豊
町
起

業
支
援
施
設
整
備
事
業

第
２
期
工
事

契
約
金
額

　
　

５
億
７
２
４
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

樋
口
建
設
㈱

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

樋
口　

哲
也

　

旧
和
光
電
気
山
形
工
場

跡
地
に
新
築
す
る
も
の

で
、
山
形
大
学
に
蓄
電
デ

バ
イ
ス
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
と
し
て
貸
付
け
る
も
の

で
す
。

◆
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

　

2.2
ｍ
級
㈱
日
本
除
雪
機

製
作
所
Ｈ
Ｔ
Ｒ
３
０
６
型

取
得
金
額

　
　
　
　

３
１
２
７
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
南
陽
営
業
所

　
　

所
長　

遠
藤　

和
男

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
選
任
に
同
意

氏
名　

宇
津
木
達
男

住
所　

飯
豊
町
大
字
萩
生

任
期　

27
年
6
月
1
日
〜

　
　
　
　

30
年
5
月
31
日

氏
名　

梅
津　

忠
一

住
所　

飯
豊
町
大
字
添
川

任
期　

27
年
6
月
15
日
〜

　
　
　
　

30
年
6
月
14
日

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦

氏
名　

井
上　

慶
次

住
所　

飯
豊
町
大
字
椿

任
期　

27
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　

30
年
9
月
30
日

◆
「
平
和
安
全
法
制
」
法

案
の
廃
案
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

◆
年
金
積
立
金
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に
関
す

る
請
願
に
つ
い
て

審
査
の
結
果　

2
請
願
と

も
調
査
研
究
が
必
要
な
た

め
、
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

　

尚
、
8
月
5
日
で
議
員

が
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
再
審
査
が
不
能
と

な
り
、
審
議
未
了
で
廃
案

と
な
る
見
込
み
で
す
。

工
事
請
負
契
約

財
産
の
取
得

人

事 

請

願

起業支援施設整備事業

 補正の主なもの

スキー場リフト修理 スポーツセンター照明修繕 眺山草地造成事業

486万円 740万円 9570万円

（3）議会だより　平成27年７月９日



平成27年７月９日　議会だより（4）

一般質問

地域を支える産業に活力を

鈴
木
敏
夫
議
員

○
地
方
創
生
の
計
画
は

○
活
性
化
と
人
口
増
加
対
策
は

○
産
業
の
市
場
拡
大
に
向
け
た
支
援
体
制
は

○
高
齢
者
の
福
祉
と
生
き
が
い
対
策
は

質
問
　
地
方
創
生
に
向
け

た
計
画
は
。

 

年
内
に
地
方
版

　
　
　 

総
合
戦
略
を
策
定

町
長　
市
町
村
に
お
い
て

も
、「
地
方
版
総
合
戦
略
」

及
び
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
が
努
力
義
務

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
で
構
成
す
る
「
地

方
創
生
特
命
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
町
振
興
審
議
会
」
と
意

見
交
換
を
進
め
る
ほ
か
、

首
都
大
学
東
京
の
山
下
准

教
授
よ
り
助
言
を
受
け
な

が
ら
12
月
ま
で
に
策
定
し

ま
す
。

　
「
地
方
創
生
特
区
」
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
申
請
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
　
町
の
活
性
化
と
人

口
増
加
策
は
。

 

観
光
資
源
の
有
効
な
活
用
で

町
長　
観
光
資
源
が
多
く

あ
り
、
誘
客
を
促
進
し
、

既
存
の
施
設
を
活
か
し
な

が
ら
交
流
人
口
の
増
加
に

結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
が
続

い
て
お
り
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
、
ゆ
と
り
の
あ
る

子
育
て
支
援
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

質
問
　
産
業
の
市
場
拡
大

に
向
け
た
支
援
体
制
は
。

 

高
円
寺
純
情
商
店
街
と
の

　
　
　
　
　
　
　 

連
携
で

町
長　
高
円
寺
純
情
商
店

街
で
、
町
民
が
直
接
消
費

者
の
声
を
聴
く
こ
と
に
よ

る
消
費
動
向
の
把
握
、
ま

た
、
移
住
相
談
、
飯
豊
の

食
材
を
使
っ
た
食
品
、
商

品
の
販
売
促
進
に
よ
る
相

乗
効
果
の
あ
る
運
営
で
、

特
産
品
の
販
売
等
が
可
能

な
環
境
整
備
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

質
問
　
高
齢
者
の
福
祉
と

生
き
が
い
対
策
は
。

 

安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
で 

町
長　

一
人
ひ
と
り
が
、

自
ら
の
健
康
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
努
力
を
重

ね
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も

必
要
な
こ
と
と
、
と
ら
え

て
い
ま
す
。



（5）議会だより　平成27年７月９日

一般質問

買い物支援策は

菅
野
富
士
雄
議
員

○
誰
で
も
安
心
し
て

　
　
　
　
生
活
で
き
る
地
域
福
祉
を

質
問
　
町
内
の
中
心
部
に

さ
え
、
コ
ン
ビ
ニ
し
か
な

い
の
で
は
。
商
店
が
近
く

に
な
く
、
買
い
物
が
で
き

な
い
高
齢
者
や
、
交
通
弱

者
が
多
い
。

　
商
店
の
再
生
を
含
め
た

対
策
は
あ
る
か
。

ほ
ほ
え
み
カ
ー
利
用
券
で
支
援

町
長　
こ
こ
10
年
程
で
町

内
購
買
力
が
30
％
か
ら

15
％
に
ま
で
落
ち
込
み
ま

し
た
。
原
因
に
は
交
通
手

段
の
問
題
も
あ
り
、
町
で

は
商
工
会
に
交
付
し
て
い

る
商
店
経
営
事
業
補
助
金

の
中
の
〝
ほ
ほ
え
み
カ
ー

利
用
券
発
行
事
業
〟
で
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
加
盟
店

に
お
い
て
、
買
い
物
や
飲

食
等
で
往
復
利
用
す
る
方

に
限
り
、
帰
り
は
無
料
と

な
る
も
の
で
、
26
年
度
は

６
２
３
回
の
利
用
で
す
。

　

地
域
で
の
商
店
開
設
に

つ
い
て
は
、
椿
地
区
の
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
の
な

か
で
、
加
工
品
等
の
研
究

開
発
も
含
め
、
イ
ベ
ン
ト

的
に
臨
時
商
店
を
実
施
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

質
問
　
高
齢
者
福
祉
の
観

点
か
ら
、
事
業
者
が
行
う

声
が
け
や
見
守
り
の
こ
こ

ろ
く
ば
り
に
、
町
で
は
移

動
販
売
車
の
増
車
な
ど
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

買
い
物
や
移
動
な
ど
の

支
援
に
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
を

町
長　
移
動
販
売
は
、
計

画
中
を
含
め
5
店
あ
り
ま

す
。
販
売
先
が
分
散
し
、

1
件
あ
た
り
の
購
買
金
額

が
少
な
い
等
、
販
売
者
の

増
加
は
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。

　

21
年
度
に
開
催
し
た
安

心
生
活
創
造
事
業
の
買
い

物
支
援
検
討
会
議
を
再
開

し
、
商
店
と
の
連
携
を
強

化
、
保
冷
車
の
更
新
補
助

等
の
検
討
を
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
よ
り
、住
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
事
業
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
29
年
４
月
か

ら
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、

地
域
支
え
あ
い
の
体
制
づ

く
り
や
、
環
境
整
備
が
急

務
と
な
り
、
買
い
物
・
移

動
支
援
な
ど
の
生
活
要
求

に
対
し
、
新
た
な
仕
組
み

を
検
討
し
ま
す
。

地域の移動スーパーマーケット
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一般質問

公民館を活性化し地域力向上

後
藤
惠
一
郎
議
員

質
問
　
町
長
は
「
地
区
公

民
館
の
機
能
と
役
割
を
再

検
討
し
、
地
域
課
題
を
主

体
的
か
つ
自
発
的
に
解
決

し
て
い
く
た
め
、
地
域
活

動
拠
点
と
し
、
新
し
い
形

の
地
区
公
民
館
の
創
造
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

 

10
月
を
め
ど
に

　 

方
向
性
を
出
し
た
い 

町
長　
現
在
、
町
内
5
ヵ

所
の
地
区
公
民
館
は
社
会

教
育
法
第
20
条
に
基
づ
き

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
公
民
館
運
営
委
員
会

に
お
い
て
地
区
の
実
情
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
事

業
を
計
画
し
、
特
色
あ
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
別
計
画
の

推
進
の
た
め
に
、
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
補
助
金
を

創
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賑
わ

い
づ
く
り
の
財
源
と
し
て

活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
、
人
々

が
集
う
公
民
館
で
、
生
涯

学
習
と
ま
ち
づ
く
り
が
一

体
と
な
れ
ば
地
域
づ
く
り

の
拠
点
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問
　
今
年
度
で
指
定
管

理
が
最
終
年
度
だ
が
今
後

の
運
営
方
法
は
。

 

十
分
な
検
討
が
必
要

教
育
委
員
長　
地
区
公
民

館
は
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域

文
化
の
拠
点
と
し
て
も
住

民
に
最
も
身
近
な
施
設
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難

所
に
も
な
っ
て
お
り
、
今

後
は
地
域
課
題
に
対
す
る

情
報
提
供
と
と
も
に
、
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
化
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
指
定
管
理
に
お

い
て
、
公
民
館
長
と
運
営

委
員
会
の
役
割
、
職
員
の

処
遇
な
ど
整
理
す
べ
き
課

題
が
明
確
に
な
り
、
今
後

地
域
活
動
拠
点
と
し
て
、

十
分
な
検
討
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問
　
公
民
館
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
行
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
の
で
は
。

 

制
度
上
の

 

課
題
解
決
に
取
り
組
む

町
長　
地
域
づ
く
り
活
動

と
社
会
教
育
活
動
を
融
合

し
て
地
域
活
動
拠
点
と
す

る
に
は
、
設
置
主
体
や
運

営
主
体
、
予
算
、
条
例
改

正
等
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

地域住民で地区別計画の検討を



（7）議会だより　平成27年７月９日

介護保険料の一部軽減

第
４
回
臨
時
会

　

5
月
1
日
、
第
4
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
専
決
処
分

の
承
認
2
件
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
5
件
、
同
意
1

件
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

専

決

処

分

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
０
8
万
円
を
減
額
し
、

73
億
７
０
０
３
万
円
と
定

め
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、

特
別
交
付
税
や
地
方
債
の

追
加
、
基
金
繰
入
金
を
減

額
す
る
ほ
か
、
各
種
譲
与

税
、
交
付
金
の
確
定
に
伴

う
整
理
で
、
歳
出
は
公
債

費
８
１
７
万
円
の
減
額
。

他
に
地
方
債
の
変
更
8
件

で
す
。

●
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
賦
課
期
日
が
4
月
1

日
で
あ
る
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
、
二
輪
の
軽
自
動

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

の
税
率
改
正
の
施
行
日

が
、
1
年
延
長
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

2
件
と
も
、
議
会
を
開

催
す
る
い
と
ま
が
な
い
た

め
、
専
決
処
分
し
た
も
の

で
す
。

●
町
税
条
例
等

　

個
人
番
号
及
び
法
人
番

号
等
の
整
備
が
主
な
も
の

で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

課
税
限
度
額
の
改
正
及

び
減
額
基
準
な
ど
が
改
正

の
主
な
も
の
で
す
。

●
介
護
保
険
条
例

　

低
所
得
者
の
第
１
号
保

険
料
軽
減
強
化
に
関
す
る

改
正
で
、
第
１
段
階
に
軽

減
措
置
を
講
ず
る
も
の
で

す
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
連
合
」
に
職
員
を
派
遣

す
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

●
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例

　

地
域
手
当
及
び
単
身
赴

任
手
当
を
追
加
す
る
た
め

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

た の し い 〝 ひ と と き 〟



平成27年７月９日　議会だより（8）

総務文教常任委員会

各
課
か
ら
の
報
告

総
務
企
画
課

◆
平
成
27
年
度
職
員
採
用

試
験
の
１
次
試
験
を
7
月

26
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

2
次
試
験
は
8
月
下
旬

実
施
の
予
定
で
す
。

住
民
税
務
課

◆
税
の
収
納
状
況
は
、
5

月
28
日
の
時
点
で
国
保
税

87
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
98
・
5
％
、
そ
の
他

の
町
税
は
94
・
7
％
で
す
。

教
育
文
化
課

◆
東
京
都
町
田
市
か
ら
小

屋
地
区
に
一
家
5
人
が
転

入
し
、
六
年
生
1
人
、
三

年
生
2
人
が
手
ノ
子
小
学

校
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

◆
第
一
小
学
校
改
築
工
事

の
進
捗
状
況
は
、
杭
打
ち

工
事
が
85
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

生
徒
も
授
業
の
一
環
と

し
て
、
杭
打
ち
作
業
を
見

学
し
ま
し
た
。

問　

転
入
者
が
あ
っ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

　

冬
期
間
の
通
学
に
不
安

は
な
い
か
。

答　

冬
期
間
の
雪
崩
や
悪

路
な
ど
心
配
で
す
が
、
冬

を
迎
え
る
前
に
、
通
学
路

の
実
態
を
調
査
し
、
情
報

収
集
、
緊
急
時
な
ど
事
前

に
協
議
し
て
対
策
を
考
え

ま
す
。

質
問
と
答
弁

問　

第
一
小
改
築
工
事
は

厳
し
い
工
程
と
思
わ
れ
る

が
、
雑
な
仕
事
に
な
ら
な

い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
。

答　

建
築
関
係
、
下
請
け

も
決
ま
り
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
十
分
気
を

つ
け
て
管
理
し
て
い
き
ま

す
。

問　

中
学
校
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
西
側
に
二

段
の
パ
ネ
ル
と
な
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
東
側
に
一
段

と
し
な
い
の
か
。

答　

設
計
は
専
門
的
な
知

識
の
あ
る
人
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
間
も
な
く
引
き

渡
し
を
受
け
る
の
で
、
後

日
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

問　

地
方
創
生
特
命
委
員

会
の
構
成
と
、
進
み
具
合

は
ど
う
か
。

答　

職
員
で
構
成
す
る
地

方
創
生
特
命
委
員
会
（
16

名
）
を
立
ち
上
げ
、
初
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

問　

消
防
分
署
の
建
設
場

所
を
早
急
に
決
定
し
、
公

表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

早
急
に
決
定
し
て
公

表
し
ま
す
。

第一小学校杭打ち工事

改築が急がれる消防分署



（9）議会だより　平成27年７月９日

産業厚生常任委員会

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

農
林
振
興
課

◆
米
の
生
産
調
整
に
つ
い

て
、
町
目
標
面
積
７
９
９

ha
、
転
作
率
は
40
・
4
％

で
達
成
見
込
み
で
す
。

◆
林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線
の

災
害
状
況
は
、
ト
ン
ネ
ル

手
前
１
㎞
幅
40
ｍ
に
わ
た

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
井
形

ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
れ
て
お
り
、

6
月
い
っ
ぱ
い
は
通
行
不

能
の
状
態
で
す
。

商
工
観
光
課

◆
高
円
寺
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
6

月
1
日
よ
り
「
㈱
セ
イ
ワ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」
と
契
約
し
店
舗
運
営

し
ま
す
。

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

開
発
研
修
会
（
山
大
）
を
、

6
月
23
日
「
あ
〜
す
」
で

開
催
し
ま
す
。

地
域
整
備
課

◆
５
月
末
工
事
発
注
率

は
、
建
設
室
５
９
３
３
万

円
で
19
％
、
上
下
水
道

室
１
８
１
４
万
円
で
3
・

3
％
で
す
。

健
康
福
祉
課

◆
特
定
健
診
の
自
己
負
担

を
今
年
度
か
ら
無
料
に
し

た
結
果
、
７
８
１
人
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

対
象
者
１
３
８
６
人
中

56
・
3
％
の
申
込
み
割
合

で
す
。

◆
戦
没
者
追
悼
式
を
7
月

24
日
「
あ
〜
す
」
を
会
場

に
実
施
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
・

国
保
診
療
所

◆
内
視
鏡
更
新
は
、「
経

鼻
挿
入
型
」
の
予
定
で
す
。

問　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
関
係
で
「
産
・
学
・
官
・

金
」
の
「
産
」
の
部
分
は

ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
も

う
少
し
情
報
公
開
す
べ
き

で
は
。

答　

山
形
大
学
か
ら
企
業

名
を
公
表
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
共
同
研

究
室
に
入
る
企
業
は
決

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

研
究
費
は
確
保
済
み
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
と
大
学
で
秘
密
裡

に
行
っ
て
い
る
が
、
公
表

の
要
望
を
山
大
に
伝
え
て

い
ま
す
。

問　

Ｃ
ラ
ン
ク
が
１
０
０

０
万
円
以
上
の
工
事
を
す

る
と
、
安
全
管
理
な
ど
に

問
題
が
あ
る
と
思
う
。
基

準
を
決
め
発
注
す
べ
き
で

は
。

答　

安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
施
工
計
画
書
が
出
て

き
た
段
階
で
厳
し
く
指
導

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

業
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い

更
に
徹
底
し
ま
す
。

　

発
注
に
つ
い
て
は
、
今

後
指
名
選
定
委
員
会
で
検

討
し
ま
す
。

問　

ゆ
り
園
の
事
故
で
、

労
働
基
準
監
督
署
へ
の
対

応
は
役
員
が
す
べ
き
で
は
。

答　

役
員
に
は
周
知
し
ま

し
た
。
今
後
、
十
分
に
留

意
し
て
い
き
ま
す
。

問　

高
円
寺
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
商
工
会
連

合
会
補
助
金
と
、
当
初
予

算
の
整
合
性
は
。

答　

町
か
ら
は
家
賃
等
を

支
出
し
、
家
賃
以
外
は
商

工
会
と
連
携
し
て
、
経
費

節
減
に
努
め
ま
す
。

本格的にチャレンジ



平成27年７月９日　議会だより（10）

土地開発公社
第三セクター

平成26年度

決算報告
　平成26年度土地開発公社及び第三セクター5社の決算が今定例会に報告されました。土地
開発公社では、「中ノ目南住宅団地」のうち残り西側分譲地3区画と公社所有の分譲契約を行い、
すべて完売しました。また、第3セクター（町が50％以上出資する会社）においては、飯豊め
ざみの里㈱（物産館）を除き各会社とも単年度赤字決算となりました。町からの支援を受けての
業績ですので、今後はさらなる努力を期待します。

飯豊町土地開発公社
損益計算書

有限会社どんでん平ゆり園
損益計算書

（単位：千円）

（単位：千円）

科　　目 金　　額

完成土地等売却収入 １４，９２６

完成土地等売却原価 １５，１５４

開発中土地売却収益 ０

販売費及び一般管理費 ２９９

事 業 外 収 益 ３７

事 業 外 費 用 ２４１

当 期 利 益 △７３１

科　　目 金　　額

売 上 高 ４０，４４４

売 上 原 価 １３，７５３

販売費及び一般管理費 ２９，８２８

営 業 外 収 益 ５０２

特 別 損 失 ３３５

当 期 利 益 △３，１５５ 6 月 13日から開園



（11）議会だより　平成27年７月９日

㈱緑のふるさと公社
損益計算書

飯豊めざみの里㈱
損益計算書

㈲エ　ル　ベ
損益計算書

㈱飯豊町産業開発公社
損益計算書

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

科　　目 金　　額
売 上 高 １３５，３２７
売 上 原 価 ３８，７２５
販売費及び一般管理費 １０４，９６８
営 業 外 収 益 １，３５７
営 業 外 費 用 １，２６３
特 別 利 益 ０
特 別 損 失 ０
当 期 利 益 △８，４５８

科　　目 金　　額
売 上 高 ６２０，３５５
売 上 原 価 ３７４，６４６
販売費及び一般管理費 ２４１，６５２
営 業 外 収 益 ４，１９１
営 業 外 費 用 １，１９７
特 別 利 益 ４９９
特 別 損 失 １０６
当 期 利 益 ３，０４１

科　　目 金　　額
売 上 高 ４０，３５９
売 上 原 価 １３，３８１
販売費及び一般管理費 ２８，７１６
営 業 外 収 益 １４０
営 業 外 費 用 １１０
特 別 利 益 ０
特 別 損 失 ３
当 期 利 益 △１，７８３

科　　目 金　　額
売 上 高 ２３０，９３６
売 上 原 価 ７４，８６３
販売費及び一般管理費 １６３，２５８
営 業 外 収 益 ３，４０４
営 業 外 費 用 ２８４
特 別 利 益 ０
特 別 損 失 ５
当 期 利 益 △４，２５９
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編
集
後
記

　
5
月
12
〜
14
日
ま
で
の
3
日
間
、議
員
8
人
で
青
森・

岩
手
両
県
の
第
三
セ
ク
タ
ー
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

春
か
ら
の
天
候
は
ゆ

り
の
開
花
促
進
に
貢
献
。

　

残
さ
れ
た
任
期
も
わ

ず
か
。

　

こ
の
4
年
間
、
皆
様

の
ご
理
解
の
も
と
、
一

層
開
か
れ
た
議
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
委
員
の
も
と
、
更

に
読
み
や
す
い
広
報
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

（
菅
野　

記
）

発
行
責
任
者

　
議
長
　
中
村
　
仁
一

委
員
長

　
　
　
　
長
沼
　
安
義

副
委
員
長

　
　
　
　
菅
野
富
士
雄

委
　
　
員

　
　
　
　
長
沼
　
桂
子

　
　
　
　
山
口
　
文
隆

　
　
　
　
舩
山
　
清
一

建物修理も三セクで
全議員研修

酒
造
り
の
技
と
心

南
部
杜と

氏じ

発
祥
の
地

地
場
産
品
を
優
遇
し

売
り
上
げ
向
上
に
貢
献

　

岩
手
県
花
巻
市
の
「
酒さ
け

匠し
ょ
う
か
ん

館
」
は
、
岩
手
県
で
一

番
早
く
設
置
さ
れ
た
道
の

駅
で
し
た
。

　

歴
史
あ
る
南
部
杜
氏
の

里
で
、
今
も
全
国
各
地
に

酒
造
り
に
出
か
け
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
そ
の
土
地

土
地
の
酒
樽
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
酒
匠
館
」
の
周
辺
に

は
、
図
書
館
や
交
番
、
各

　

り
ん
ご
生
産
地
の
中
で
、

全
国
一
の
生
産
量
を
ほ
こ

る
青
森
市
浪
岡
の
道
の
駅

「
な
み
お
か
」
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

青
森
市
の
指
定
管
理
を

受
け
、
業
務
を
運
営
し
て

い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
㈱

ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
は
、
平
成

8
年
の
会
社
設
立
以
来
、

黒
字
経
営
を
維
持
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

年
間
売
上
高
は
、
毎
年

6
億
円
台
で
推
移
し
て
お

種
運
動
施
設
と
銀
行
な
ど

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
用

が
足
さ
れ
ま
す
が
、
道
の

駅
総
合
案
内
所
を
浮
浪
者

が
宿
代
わ
り
に
使
用
し
た

り
、
旅
行
者
の
ゴ
ミ
放
棄

等
、
治
安
と
マ
ナ
ー
の
悪

さ
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
は
充
実
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
十
分
に
機
能
が

発
揮
さ
れ
ず
、
本
町
の
道

の
駅
の
方
が
、
管
理
運
営

面
で
は
優
っ
て
い
る
と
感

じ
て
き
ま
し
た
。

り
、
建
物
の
維
持
修
繕
費

は
会
社
が
支
出
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
町
の
道
の
駅
と
ほ
ぼ

同
じ
売
上
高
で
あ
る
の
に
、

市
に
少
し
で
も
還
元
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
料
も

10
％
で
す
が
、
地
元
産
は

8
％
と
低
率
に
設
定
さ
れ

て
い
て
、
地
元
生
産
者
の

育
成
を
考
慮
し
て
い
ま
し

た
。

　

本
町
に
お
け
る
第
三
セ

ク
タ
ー
運
営
の
再
検
討
を

強
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

道の駅「酒匠館」

道の駅「なみおか」


